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値と異なる場合があります。



1．損益計算書の状況

1

◆1-1 連結情報 （短信：7ページ）

連結売上高は前年同期比5.1％増の1,452億円となりました。その主たる要因は、コクヨカムリ
ンリミテッド（前連結会計年度は貸借対照表のみを連結）等4社を新規連結したことやオフィス
通販カウネットが好調に伸長したことにあります。また､新規連結の４社を除いても1.5％の増収
となりました。利益面では、原材料価格が高騰したものの経費削減やコストダウンに努めた結
果、営業利益は前年同期比22.5％増の67億円、経常利益は前年同期比25.0％増の72億円と
なりました。特別損失として固定資産売却損7億円等を計上いたしましたが、四半期純利益は
前年同期比46.7％増の32億円となりました。

（単位：百万円）

売 上 高 138,199 145,283 ＋7,084 ＋5.1%

売 上 総 利 益 47,962 48,999 ＋1,037 ＋2.2%

（率） (34.7%) (33.7%) (△1.0p)

販売費及び一般管理費 42,451 42,246 △205 △0.5%

（率） (30.7%) (29.1%) (△1.6p)

営 業 利 益 5,510 6,752 ＋1,242 ＋22.5%

（率） (4.0%) (4.6%) (＋0.6p)

経 常 利 益 5,786 7,235 ＋1,449 ＋25.0%

（率） (4.2%) (5.0%) (＋0.8p)

四 半 期 純 利 益 2,188 3,211 ＋1,023 ＋46.7%

（率） (1.6%) (2.2%) (＋0.6p)

（注）連結子会社27社・持分法適用関連会社1社
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◆1-2 売上高 （短信：7ページ）
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1．損益計算書の状況

（単位：百万円）

20年12月期
上期

＜1～6月＞

21年12月期
上期

＜1～6月＞

22年12月期
上期

＜1～6月＞

23年12月期
上期

<1～6月>

24年12月期
上期

<1～6月>

前年差額
（前年率差）

増減率

181,742 145,818 140,741 138,199 145,283 ＋7,084 ＋5.1%

59,052 47,259 46,960 47,962 48,999 ＋1,037 ＋2.2%

(32.5%) (32.4%) (33.4%) (34.7%) (33.7%) (△1.0p)

51,570 44,689 41,899 42,451 42,246 △205 △0.5%

(28.4%) (30.6%) (29.8%) (30.7%) (29.1%) (△1.6p)

7,481 2,570 5,061 5,510 6,752 ＋1,242 ＋22.5%

(4.1%) (1.8%) (3.6%) (4.0%) (4.6%) (＋0.6p)

7,297 3,225 5,334 5,786 7,235 ＋1,449 ＋25.0%

(4.0%) (2.2%) (3.8%) (4.2%) (5.0%) (＋0.8p)

1,600 900 2,028 2,188 3,211 ＋1,023 ＋46.7%

(0.9%) (0.6%) (1.4%) (1.6%) (2.2%) (＋0.6p)

（率）

売 上 高

売 上 総 利 益

販売費及び一般管理費

（率）

（率）

（率）

（率）

営 業 利 益

経 常 利 益

四 半 期 純 利 益

連結売上高は前年同期比5.1％増の1,452億円となりました。その主たる要因は、コクヨカムリ
ンリミテッド（前連結会計年度は貸借対照表のみを連結）等4社を新規連結したことやオフィス
通販カウネットが好調に伸長したことにあります。また､新規連結の４社を除いても1.5％の増収
となりました。
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◆1-3 売上総利益 （短信：7ページ）
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売上総利益は、増収やコストダウンの推進等により、前年同期比2.2％増の489億円となり、売
上総利益率は原材料価格の高騰等により、33.7％（前年同期比1.0ポイント減）となりました。

1．損益計算書の状況

（単位：百万円）

20年12月期
上期

＜1～6月＞

21年12月期
上期

＜1～6月＞

22年12月期
上期

＜1～6月＞

23年12月期
上期

<1～6月>

24年12月期
上期

<1～6月>

前年差額
（前年率差）

増減率

181,742 145,818 140,741 138,199 145,283 ＋7,084 ＋5.1%

59,052 47,259 46,960 47,962 48,999 ＋1,037 ＋2.2%

(32.5%) (32.4%) (33.4%) (34.7%) (33.7%) (△1.0p)

51,570 44,689 41,899 42,451 42,246 △205 △0.5%

(28.4%) (30.6%) (29.8%) (30.7%) (29.1%) (△1.6p)

7,481 2,570 5,061 5,510 6,752 ＋1,242 ＋22.5%

(4.1%) (1.8%) (3.6%) (4.0%) (4.6%) (＋0.6p)

7,297 3,225 5,334 5,786 7,235 ＋1,449 ＋25.0%

(4.0%) (2.2%) (3.8%) (4.2%) (5.0%) (＋0.8p)

1,600 900 2,028 2,188 3,211 ＋1,023 ＋46.7%

(0.9%) (0.6%) (1.4%) (1.6%) (2.2%) (＋0.6p)

（率）

売 上 高

売 上 総 利 益

販売費及び一般管理費

（率）

（率）

（率）

（率）

営 業 利 益

経 常 利 益

四 半 期 純 利 益
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◆1-4 販売費及び一般管理費 （短信：7ページ）
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販売費及び一般管理費は、経費削減の徹底により前年同期比0.5％減の422億円となり、売上
高販管費率は29.1％（前年同期比1.6ポイント減）となりました。

1．損益計算書の状況

（単位：百万円）

20年12月期
上期

＜1～6月＞

21年12月期
上期

＜1～6月＞

22年12月期
上期

＜1～6月＞

23年12月期
上期

<1～6月>

24年12月期
上期

<1～6月>

前年差額
（前年率差）

増減率

181,742 145,818 140,741 138,199 145,283 ＋7,084 ＋5.1%

59,052 47,259 46,960 47,962 48,999 ＋1,037 ＋2.2%

(32.5%) (32.4%) (33.4%) (34.7%) (33.7%) (△1.0p)

51,570 44,689 41,899 42,451 42,246 △205 △0.5%

(28.4%) (30.6%) (29.8%) (30.7%) (29.1%) (△1.6p)

7,481 2,570 5,061 5,510 6,752 ＋1,242 ＋22.5%

(4.1%) (1.8%) (3.6%) (4.0%) (4.6%) (＋0.6p)

7,297 3,225 5,334 5,786 7,235 ＋1,449 ＋25.0%

(4.0%) (2.2%) (3.8%) (4.2%) (5.0%) (＋0.8p)

1,600 900 2,028 2,188 3,211 ＋1,023 ＋46.7%

(0.9%) (0.6%) (1.4%) (1.6%) (2.2%) (＋0.6p)

（率）

売 上 高

売 上 総 利 益

販売費及び一般管理費

（率）

（率）

（率）

（率）
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◆1-5 営業利益及び経常利益 （短信：7ページ）

5

原材料価格が高騰したもののコストダウンや経費削減に努めた結果、営業利益は前年同期比
22.5％増の67億円となり、経常利益は前年同期比25.0％増の72億円となりました。

1．損益計算書の状況
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（単位：百万円）

20年12月期
上期

＜1～6月＞

21年12月期
上期

＜1～6月＞

22年12月期
上期

＜1～6月＞

23年12月期
上期

<1～6月>

24年12月期
上期

<1～6月>

前年差額
（前年率差）

増減率

181,742 145,818 140,741 138,199 145,283 ＋7,084 ＋5.1%

59,052 47,259 46,960 47,962 48,999 ＋1,037 ＋2.2%

(32.5%) (32.4%) (33.4%) (34.7%) (33.7%) (△1.0p)

51,570 44,689 41,899 42,451 42,246 △205 △0.5%

(28.4%) (30.6%) (29.8%) (30.7%) (29.1%) (△1.6p)

7,481 2,570 5,061 5,510 6,752 ＋1,242 ＋22.5%

(4.1%) (1.8%) (3.6%) (4.0%) (4.6%) (＋0.6p)

7,297 3,225 5,334 5,786 7,235 ＋1,449 ＋25.0%

(4.0%) (2.2%) (3.8%) (4.2%) (5.0%) (＋0.8p)

1,600 900 2,028 2,188 3,211 ＋1,023 ＋46.7%

(0.9%) (0.6%) (1.4%) (1.6%) (2.2%) (＋0.6p)

（率）
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（率）
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四 半 期 純 利 益
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◆1-6 四半期純利益 （短信：7ページ）
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○特別利益・・・合計2億円
・投資有価証券売却益 2億円

○特別損失・・・合計10億円
・固定資産売却損 7億円
・その他 3億円

四半期純利益は32億円（前年同期比46.7％増）となりました。

（単位：百万円）

20年12月期
上期

＜1～6月＞

21年12月期
上期

＜1～6月＞

22年12月期
上期

＜1～6月＞

23年12月期
上期

<1～6月>

24年12月期
上期

<1～6月>

前年差額
（前年率差）

増減率

7,297 3,225 5,334 5,786 7,235 ＋1,449 ＋25.0%

(4.0%) (2.2%) (3.8%) (4.2%) (5.0%) (＋0.8p)

△2,895 △84 △693 △1,186 △802 ＋384 －

特 別 利 益 - ＋121 ＋791 ＋341 ＋274 △67 △19.6%
特 別 損 失 △ 2,895 △ 205 △ 1,484 △ 1,527 △ 1,076 ＋451 －

4,402 3,142 4,641 4,601 6,432 ＋1,831 ＋39.8%

(2.4%) (2.2%) (3.3%) (3.3%) (4.4%) (＋1.1p)

2,802 2,242 2,613 2,413 3,221 ＋808 ＋33.5%

1,600 900 2,028 2,188 3,211 ＋1,023 ＋46.7%

(0.9%) (0.6%) (1.4%) (1.6%) (2.2%) (＋0.6p)（率）

法 人 税 等

税金等調整前四半期純利益

特 別 損 益

経 常 利 益

四 半 期 純 利 益

（率）

（率）



2．貸借対照表の状況 （短信：5,6ページ）

資産の部

主な増減要因

主な増減要因

7

売却△40
減損△16

純利益△44
配当金 △8

営業キャッシュフローの増加や、遊休資産の売却等により、総資産は2,658億円となりました。

※比較のため前期の数値は23年12月期第2四半期（23年6月末）を使用しており、決算短信記載の数値と異なります。

社債発行＋100
短期借入金△48

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

その他流動資産

（単位：億円）

△150

差額

2,658

負債・純資産の部

＋112

24年12月期
第2四半期末
（24年6月末）

（単位：億円）

270

690

185

58

529

439

383

104

△143

1,303

190

158

301

420

414

自己株式

現金預金・
有価証券

売上債権

たな卸資産

その他固定資産

投資有価証券

有形固定資産

無形固定資産

仕入債務

有利子負債

その他負債

資本金

資本剰余金

利益剰余金

評価差額など

＋124

＋53

＋18

△32

△56

△18

23年12月期
第2四半期末
（23年6月末）

差額

2,546

252

746

203

65

476

315

415

74

△143

1,369

190

158

275

338

353

6 14

＋82

＋61

＋26

△66

＋8

±0

±0

△7

＋30

営業キャッシュフロー増加

24年12月期
第2四半期末
（24年6月末）

23年12月期
第2四半期末
（23年6月末）

6月末日が休日のため
債権増加

6月末日が休日のため
債務増加



3．キャッシュフロー・設備投資の状況 （短信：9､10 ページ）

（※） フリーキャッシュフロー＝営業キャッシュフロー＋投資キャッシュフロー

8

24年6月末23年12月末

現預金
261

＋137
＋34営業CF

財務CF

投資CF

△5

（単位：億円）

□ 現預金の増減内訳
24年上期 <1～6月>

□ キャッシュフロー計算書
24年上期 <1～6月>

□ 設備投資・減価償却費の推移 （単位:億円）

現預金
432

フリーキャッシュフロー ＋132億円

＋171

＋5
その他

1 1 1 2 3
8 6 9
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＜当第2四半期のキャッシュフローについて＞
・営業活動では、税金等調整前四半期純利益が64億円となり、減価償却費32億円、賞与引当
金の増加額27億円、たな卸資産の減少8億円等により、137億円の資金増となりました。

・投資活動では、設備投資支出として29億円、有形固定資産の売却14億円、投資有価証券の
取得・売却として16億円を計上した結果、5億円の資金減となりました。

以上の結果、フリーキャッシュフロー（※）は132億円となりました。

・財務活動では、社債の新規発行による収入100億円、短期借入金47億円減等により、34億
円の資金増となりました。

・当第2四半期末の資金は、432億円となり、期首から171億円の増加となりました。

◆営業キャッシュフロー ＋137 億円
税金等調整前四半期純利益 ＋64 億円
減価償却費 ＋32 億円
賞与引当金の増減額 ＋27 億円
たな卸資産の増減額 ＋8 億円
その他 ＋6 億円

◆投資キャッシュフロー △5 億円
設備投資額 △29 億円
有形固定資産の売却 ＋14 億円
投資有価証券の取得・売却 ＋16 億円
その他 △6 億円

◆財務キャッシュフロー ＋34 億円
借入金 △47 億円
社債発行収入 ＋100 億円
配当金の支払 △9 億円
その他 △10 億円



4．事業セグメントの損益状況
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◆4-1 ステーショナリー関連事業 （短信：2ページ）

売上高は前年同期比6.0％増の498億円（コクヨカムリンリミテッド等を新規連結したことによる
増収37億円を含む）となりましたが、原材料価格の高騰や顧客獲得のための販売促進費の増
加、海外への先行投資により、営業利益は前年同期比6.2％減の45億円となりました。

売 上 高 営 業 利 益

（単位：百万円） （単位：百万円）

営業利益率
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（単位：百万円）

ステーショナリー
22年12月期

上期
＜1～6月＞

23年12月期
上期

<1～6月>

24年12月期
上期

<1～6月>

前年差額
（前年率差）

増減率

売 上 高 50,020 47,059 49,861 ＋2,802 ＋6.0%

営 業 利 益 4,981 4,871 4,567 △304 △6.2%
（率） (10.0%) (10.4%) (9.2%) (△1.2p)
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※平成24年12月期より「ステーショナリー関連事業」「ファニチャー関連事業」「通販・小売関連事業」

の3セグメントにて開示しております。そのため、平成23年12月期以前の実績値は新セグメントに置き

換えております。

※売上高は、外部売上高と内部売上高を合算した数値を記載しております。



4．事業セグメントの損益状況
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◆4-2 ファニチャー関連事業 （短信：2ページ）

売 上 高 営 業 利 益

（単位：百万円） （単位：百万円）

後半（４～６月）の売上高は直販部門が前年を上回ったものの、前半（１月～３月）の落込みを
補えず、売上高は前年同期比0.3％減の568億円となりましたが、経費削減に努めた結果、営業
利益は前年同期比50.1％増の19億円となりました。

営業利益率

58,813 57,021 56,873

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

40,000

45,000

50,000

55,000

60,000

22年12月期
上期

＜1～6月＞

23年12月期
上期

<1～6月>

24年12月期
上期

<1～6月>

758

1,294

1,943

1.3%

2.3%

3.4%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

5,000

22年12月期
上期

＜1～6月＞

23年12月期
上期

<1～6月>

24年12月期
上期

<1～6月>

+0.0%

+4.0%

+8.0%

+12.0%

（単位：百万円）

ファニチャー
22年12月期

上期
＜1～6月＞

23年12月期
上期

<1～6月>

24年12月期
上期

<1～6月>

前年差額
（前年率差）

増減率

売 上 高 58,813 57,021 56,873 △148 △0.3%

営 業 利 益 758 1,294 1,943 ＋649 ＋50.1%
（率） (1.3%) (2.3%) (3.4%) (＋1.1p)

※平成24年12月期より「ステーショナリー関連事業」「ファニチャー関連事業」「通販・小売関連事業」

の3セグメントにて開示しております。そのため、平成23年12月期以前の実績値は新セグメントに置き

換えております。

※売上高は、外部売上高と内部売上高を合算した数値を記載しております。
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4．事業セグメントの損益状況
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◆4-3 通販・小売関連事業 （短信：2ページ）

売上高はカウネットやアクタスの増収等により前年同期比5.8％増の531億円となり、これに伴
い営業利益は前年同期比45.4％増の15億円となりました。

売 上 高 営 業 利 益

（単位：百万円） （単位：百万円）

営業利益率

（単位：百万円）

通販・小売
22年12月期

上期
＜1～6月＞

23年12月期
上期

<1～6月>

24年12月期
上期

<1～6月>

前年差額
（前年率差）

増減率

売 上 高 49,430 50,222 53,133 ＋2,911 ＋5.8%

営 業 利 益 782 1,075 1,563 ＋488 ＋45.4%
（率） (1.6%) (2.1%) (2.9%) (＋0.8p)
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※平成24年12月期より「ステーショナリー関連事業」「ファニチャー関連事業」「通販・小売関連事業」

の3セグメントにて開示しております。そのため、平成23年12月期以前の実績値は新セグメントに置き

換えております。

※売上高は、外部売上高と内部売上高を合算した数値を記載しております。



5．平成24年12月期の見通し （短信：4ページ）

12

通　期 (単位：百万円)

260,004 274,000 ＋13,996 ＋5.4%

ステーショナリー 70,545 74,000 ＋3,455 ＋4.9%

フ ァ ニ チ ャ ー 99,151 103,000 ＋3,849 ＋3.9%

通 販 ・ 小 売 90,309 97,000 ＋6,691 ＋7.4%

（率） 4,072 (1.6%) 5,000 (1.8%) ＋928 ＋0.2p ＋22.8%

ステーショナリー （率） 6,853 (9.7%) 5,200 (7.0%) △1,653 △2.7p △24.1%

フ ァ ニ チ ャ ー （率） △ 1,576 (△1.6%) 500 (0.5%) ＋2,076 ＋2.1p -

通 販 ・ 小 売 （率） 1,806 (2.0%) 2,300 (2.4%) ＋494 ＋0.4p ＋27.4%

調 整 額 △ 3,011 △ 3,000 ＋11

（率） 4,098 (1.6%) 5,500 (2.0%) ＋1,402 ＋0.4p ＋34.2%

（率） △ 5,460 (△2.1%) 2,700 (1.0%) ＋8,160 ＋3.1p -

23年12月期
通期　実績
（12ヶ月）

24年12月期
通期　予想
（12ヶ月）

前年差額 増減率前年率差

当 期 純 利 益

売 上 高

営 業 利 益

経 常 利 益

第2四半期累計期間における業績の進捗等を勘案し、売上高、営業利益、経常利益を上方修
正いたします。当期純利益に関しましては、特別損失の発生が見込まれるため、当初発表値か
ら変更はございません。

※平成24年12月期より「ステーショナリー関連事業」「ファニチャー関連事業」「通販・小売関連事業」

の3セグメントにて開示しております。そのため、平成23年12月期の実績値は新セグメントに置き換え

ております。

※売上高は外部売上高を記載しております。

※数値は監査法人による監査を受けておりません。

※この資料に記述されている予想数値は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作

成したものであり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。



コクヨS＆T株式会社は、B－R サーティワン アイスクリーム株式会社とのコラボレーションによ
るカラフルでポップなノート「限定柄キャンパスノート＜サーティワン＞5色パック」を、6月初旬か
ら順次出荷して今秋までの間、数量限定で発売します。

「限定柄キャンパスノート＜サーティワン＞5色パック」は、女子中高生に人気のサーティワン
アイスクリームのフレーバーを表紙デザインのモチーフにしています。かわいらしさにこだわる女
子中高生をターゲットにしたノートで、カラフルでポップなデザインに仕上げました。

～サーティワン アイスクリームのフレーバーが表紙デザインに～

サーティワン×Campus コラボレーションノートを数量限定で発売
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コクヨS＆T株式会社は、スマートフォン対応ノート「CamiApp（キャミアップ）」シリーズに、A4
ヨコ型タイプ等の新アイテムを拡充しました。

発売以来好評を得ている「CamiApp」は、スマートフォンで専用アプリを起動し、内蔵カメラ
でノートを撮影すると、そのままデータ化できるノートです。今回はスマートフォン対応ノートで
は業界初のA4ヨコ型タイプの「ツインリングノート」などの合計6品番を追加します。

特にA4ヨコ型タイプは、ビジネスシーンにおいて、「図解・ビジュアルで表現して説明する」
「マインドマップで整理する」という機会が増えている中、「図で表す際にちょうどいいスペース
のA4ヨコ型が欲しい」というユーザーのニーズに応えた商品で、ビジネスにおける思考や発
想をサポートし、手書きのビジュアルを用いた効率的なコミュニケーションを支援します。

「CamiApp（キャミアップ）」

6．主なトピックス

従来の「限定柄キャンパスノート」は、デザ
インは共通で色違いのノート5冊が1パックに
なっていますが、本商品はデザインも色も
様々なノート5冊が1パックになっており、気
分や用途に合わせてデザインを楽しめます。

アイスクリームがより美味しく感じられるこ
れからの季節にぴったりの美味しそうなノー
トです。

～業界初！A4ヨコ型スマートフォン対応ノート追加～

「CamiApp（キャミアップ）」シリーズを拡充
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LmD株式会社は、ザ・コンランショップ初のシングルコンセプトショップとなる「ザ･コンラン
ショップ キッチン」を株式会社東急百貨店が渋谷区に新しく開業した高層複合施設 渋谷ヒカ
リエ内の商業施設ShinQs（シンクス）5 階にオープンいたしました。

この度の出店は、平成24年中に予定されている東急東横線、東京メトロ副都心線の相互開
通による高い集客性や、沿線利用者と弊社の新しいコンセプトショップとのターゲット層が合
致することから出店へと至りました。

ザ･コンランショップ キッチンは、これまで展開してきたホームファニシングのなかでもザ･コ
ンランショップのキーとなる要素である「キッチン」というカテゴリーにフォーカスした世界初の
シングルコンセプトショップです。

取り扱い商品は食器やキッチンツールをはじめ、家電、テーブルセッティング、ダイニング
ファニチャーなど、キッチンアイテムに留まらず、ダイニング空間を創造することができる多彩
なアイテムを展開しております。また、ホームファニシングショップならではの観点でセレクトし
た、ギフト需要にも最適な食品やワインは既存店舗にはない品揃えです。

ザ・コンランショップ キッチン最大の特徴として、世界で初めて店内に設けている厨房施設
「キッチンラボ」では、店内で販売されている食品の試食会や、キッチングッズのデモンスト
レーション、各種ワークショップなどバラエティに富んだ顧客参加型のイベントを計画していま
す。

～「キッチン」にフォーカスした世界初のシングルコンセプトショップ～

「ザ・コンランショップ キッチン」オープン

「ザ･コンランショップ キッチン」店内の様子

6．主なトピックス



コクヨファニチャー株式会社は、平成24年4月に開業した複合施設「渋谷ヒカリエ」内に、メン
バー制オフィス「Creative Lounge MOV（クリエイティブラウンジ モヴ）」を、オープンしました。

「Creative Lounge MOV」は、新しい働き方を提案する当社が運営する、クリエイティブに働き
たい人のためのメンバー制オフィスです。「モヴ」とは、ムーブメントの略で、異分野の人が出会
い、お互いのアイデアを交換しながら新しいムーブメントをつくる、という意味を込めています。

施設は、中央に大きな広場を設けたオープンラウンジがあり、情報検索やプレゼンテーション
など、自由に使うことができます。他にもミーティングルーム、スモールオフィスとして利用可能
なレジデンスエリアなど、多様なニーズに応えることができるような構成です。

コクヨファニチャー株式会社は、アジアにおけるオフィス家具市場でのブランディング拠点として、
シンガポールに海外向けオフィス家具商品等を展示する「コクヨファニチャー シンガポールショー
ルーム」を開設しました。

「コクヨファニチャー シンガポールショールーム」は、現地のグローバル企業やローカル企業、設
計事務所等を対象に、当社のブランド認知向上のため、アジアを中心とした海外向けオフィス家
具商品の基本コンセプト「People＋Design」を可視化したショールーム空間を構築し、日本で培っ
てきた強みをアジアに向けて編集し、そして発信する場として活用します。

～ハイエンドユーザーのブランド認知向上を目指す～

コクヨファニチャー、「シンガポールショールーム」を開設
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「Creative Lounge MOV」の様子

シンガポールショールーム

～平成24年4月開業の「渋谷ヒカリエ」内の「8/」にオープン ～

メンバー制オフィス「Creative Lounge MOV（ｸﾘｴｲﾃｨﾌﾞ ﾗｳﾝｼﾞ ﾓｳﾞ）」を開業

6．主なトピックス

業界初の可動式エアランバーサポート機能を搭
載したオフィスチェアー「AIRFORT（エアフォート）」
をはじめ、ソフトクローズスチール収納
「SOFTORAGE（ソフトレージ）」等、アジア向けに
進化させた商材を中心に展示します。さらにコクヨ
グループの歴史やオフィス家具を中心にした各種
デザイン賞受賞の履歴、展示商品の開発プロセ
ス等も展示し、現地のデザイナーやアジア各国の
ディーラー等とのコミュニケーションの場として活
用します。


